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は
じ
め
に

武
蔵
野
書
院
か
ら
上
原
作
和
『
み
し
や
そ
れ
と
も

考
証
―
―
紫
式
部
の
生
涯
』
が
刊
行
さ
れ
、
私
の
と
こ
ろ
へ

も
、
著
書
の
上
原
氏
か
ら
謹
呈
本
が
届
い
た
。
裏
表
紙
を
見
る
と
、
中
村
珠
湶
氏
に
よ
る
「
紫
の
ひ
と
も
と
故
に
む

さ
し
の
ゝ
草
は
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
ぞ
お
も
ふ
」（
傍
点
笹
川
）
と
い
う
揮
毫
が
あ
っ
た
。『
古
今
和
歌
集
』
の
一
首

、
、
、

で
あ
る
。「
武
蔵
野
書
院
（
創
業
者

前
田
信
）・
紫
乃
故
郷
舎
（
創
業
者

前
田
吉
夫
）
の
社
名
は
こ
の
歌
に
ち
な
む
」
と

い
う
コ
メ
ン
ト
が
目
に
と
ま
っ
た
。

古
典
中
の
古
典
と
も
い
う
べ
き
『
古
今
和
歌
集
』
を
読
む
者
な
ら
、
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
と
い
う
結
句
が
思
い
浮
か

、
、

ぶ
は
ず
で
、「
あ
は
れ
と
ぞ
お
も
ふ
」
と
い
う
本
文
に
は
、
多
少
の
違
和
感
を
覚
え
る
人
も
多
い
に
違
い
な
い
。

、
、
、

武
蔵
野
書
院
や
上
原
作
和
・
中
村
珠
湶
両
氏
の
名
誉
の
た
め
に
言
っ
て
お
く
と
、
そ
の
違
和
感
は
誰
か
の
誤
り
に

由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
次
に
挙
げ
た
鈴
鹿
文
庫
本
『
古
今
和
歌
集
』
の
影
印
を
眺
め
て
ほ
し
い
。
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当
該
歌
の
前
の
歌
の
左
注
と
後
の
歌
の
詞
書
の
一
行
目
を
含
め
て
掲
げ
た
が
、
当
該
歌
は
、

む
ら
さ
き
の
一
も
と
ゆ
へ
に
む
さ
し
の
ゝ
草
は
み
な
が
ら
哀
と
ぞ
お
も
ふ

、
、
、

と
書
か
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

鈴
鹿
文
庫
は
、
卜
部
神
道
家
の
鈴
鹿
三
七
（
京
都
市
左
京
区
）
の
旧
蔵
書
。
昭
和
五
十
二
年
か
ら
五
十
三
年
に
か

け
て
愛
媛
大
学
が
購
入
、
一
部
は
寄
贈
も
さ
れ
、
現
在
は
愛
媛
大
学
図
書
館
が
貴
重
図
書
と
し
て
所
蔵
し
て
い
る
。

神
道
関
係
が
中
心
だ
が
、
国
学
関
係
や
和
歌
、
物
語
な
ど
に
も
及
ぶ
七
千
冊
以
上
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

久
曾
神
昇
『
古
今
集
古
筆
資
料
集
』（
一
九
九
〇
年
・
風
間
書
房
）
に
よ
る
と
、
曼
殊
院
本
や
志
香
須
賀
文
庫
本
も
「
あ

は
れ
と
ぞ
お
も
ふ
」
の
本
文
で
あ
る
し
、
西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
『
古
今
集
校
本
』（
新
装
ワ
イ
ド
版
二
〇
〇
七
年
・
笠

、
、
、

間
書
院
）
に
よ
る
と
、
雅
俗
山
荘
本
も
そ
の
仲
間
に
加
わ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
片
仮
名
本
に
は
「
ミ
ル
」
の
本
文
に
「
オ

モ
フ
」
と
異
本
本
文
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
あ
は
れ
と
ぞ
お
も
ふ
」
は
、
由
緒
あ
る
本
文
だ
っ
た
の

、
、
、

で
あ
る
。

し
か
し
、
定
家
本
が
絶
対
視
さ
れ
て
貞
応
二
年
定
家
本
が
流
布
本
と
な
っ
て
い
く
過
程
で
、
中
世
以
降
の
日
本
人

は
知
ら
ず
識
ら
ず
定
家
本
に
依
拠
し
て
『
古
今
和
歌
集
』
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

お
そ
ら
く
、
武
蔵
野
書
院
の
創
業
者
も
「
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
」
の
本
文
で
『
古
今
和
歌
集
』
を
読
ん
で
い
た
か
と

、
、

私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、「
あ
は
れ
と
ぞ
思
ふ
」
の
本
文
で
読
ん
で
い
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

、
、

し
た
が
っ
て
、
誤
り
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
上
原
作
和
・
中
村
珠
湶
両
氏
が
何
故
「
見
る
」
で
は
な
く
「
お
も
ふ
」
の
本
文
を
採
用
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
理
由
は
語
ら
れ
ず
不
明
で
あ
る
。

こ
の
一
首
の
本
文
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
お
こ
う
。

『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
五
「
む
ら
さ
き
」
に
は
、
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む
ら
さ
き
の
ひ
と
も
と
ゆ
ゑ
に
む
さ
し
の
の
く
さ
は
な
べ
て
も
な
つ
か
し
き
か
な
（
三
五
〇
〇
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
い
う
本
文
で
同
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
て
、
下
の
句
の
本
文
は
や
や
不
安
定
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

清
輔
本
の
『
古
今
和
歌
集
』
諸
本
は
「
あ
は
れ
と
ぞ
み
る
」
だ
が
、
清
輔
の
歌
学
書
で
は
、
保
延
元

年
～
天
養

1135

元

年
成
立
（
た
だ
し
異
説
あ
り
）
と
さ
れ
る
『
奥
義
抄
』
に
は
「
あ
は
れ
と
ぞ
思
ふ
」（
二
九
〇
）、
仁
安
年
間
（

～

、
、

1144

1166

）
以
前
成
立
と
さ
れ
る
『
和
歌
初
学
抄
』
で
は
「
あ
は
れ
と
ぞ
み
る
」（
一
三
四
）
の
本
文
が
立
て
ら
れ
て
い
て
、

、
、

1169下
の
句
の
本
文
は
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

平
安
末
期
に
な
る
と
、『
源
氏
物
語
』
の
表
現
が
踏
ま
え
て
い
る
古
歌
を
指
摘
す
る
注
釈
書
が
現
れ
る
が
、
藤
原

伊
行
『
源
氏
釈
』
に
引
か
れ
る
の
は
、「
む
ら
さ
き
の
ひ
と
も
と
ゆ
ゑ
に
む
さ
し
の
の
の
を
む
つ
ま
し
み
あ
は
れ
と

ぞ
お
も
ふ
」（
椎
本
・
三
二
四
、『
源
氏
釈
諸
本
集
成
』
所
収
の
書
陵
部
本
に
よ
る
）
の
本
文
だ
が
、
鎌
倉
中
期
に
成
立
す
る

、
、
、

素
寂
『
紫
明
抄
』
に
な
る
と
「
紫
の
ひ
と
も
と
ゆ
ゑ
に
む
さ
し
の
の
く
さ
は
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
」（
東
屋
・

、
、

九
五
九
、
角
川
書
店
刊
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』

頁
に
よ
る
）
の
本
文
と
な
る
。

165

貞
応
二
年
定
家
本
『
古
今
和
歌
集
』
が
流
布
本
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、
本
歌
は
「
あ
は
れ
と

ぞ
見
る
」
の
本
文
で
安
定
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

、
、

本
論
に
入
る
前
に
、
か
か
る
一
例
を
挙
げ
て
私
が
確
認
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
は
、
定
家
登
場
以
前
の
『
古
今
和

歌
集
』
の
本
文
は
、
現
在
流
布
し
て
い
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
本
文
と
同
じ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
ん

な
こ
と
は
研
究
者
に
と
っ
て
常
識
で
あ
る
。
し
か
し
、『
古
今
和
歌
集
』
成
立
か
ら
定
家
が
登
場
す
る
以
前
の
古
典

作
品
、
例
え
ば
『
源
氏
物
語
』
を
読
む
際
に
も
、
右
の
よ
う
な
常
識
を
も
っ
て
い
る
は
ず
の
研
究
者
が
、
安
易
に
伊

達
家
旧
蔵
定
家
自
筆
本
を
底
本
と
す
る
『
新
編
国
歌
大
観
』
Ｃ
Ｄ-
Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
検
索
し
、
そ
れ
以
上
の
吟
味
を
加
え

ず
に
済
ま
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ま
ま
あ
る
の
で
な
い
か
、
と
私
を
含
め
て
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
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あ
る
。

『
古
今
和
歌
集
』
の
本
文
研
究
史
の
な
か
で
、
私
た
ち
は
久
曾
神
昇
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
や
西
下
経
一
『
古

今
集
の
伝
本
の
研
究
』
な
ど
の
大
き
な
成
果
を
手
に
入
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
『
古
今
和
歌
集
』
の
本
文
研
究
は

停
滞
期
に
あ
る
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
若
い
研
究
者
に
は
、
片
桐
洋
一
『
平
安
文
学
の
本
文
は
動
く

写
本
の
書
誌
学
序
説
』（
二
〇
一
五
年
・
和
泉
書
院
）
を
勧
め
た
い
。
と
に
か
く
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
く
面
白
い
。

私
は
、
久
曾
神
昇
『
古
今
集
古
筆
資
料
集
』
と
西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
『
古
今
集
校
本
』（
新
装
ワ
イ
ド
版
）
を
座

右
に
置
き
、
特
に
後
者
に
は
、
対
校
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
古
写
本
や
古
筆
切
に
出
会
う
度
、
丁
寧
に
比
校
し
て
書

き
込
む
こ
と
、
対
校
に
用
い
ら
れ
て
い
る
七
十
の
諸
本
に
つ
い
て
も
再
度
比
校
し
、
欠
脱
を
補
う
こ
と
、
そ
れ
ら
は

翻
刻
本
文
で
は
な
く
、
影
印
に
当
た
っ
て
確
認
す
る
こ
と
を
自
分
に
課
し
て
き
た
。

今
回
、
そ
の
中
か
ら
注
目
さ
れ
る
本
文
異
同
を
も
つ
百
首
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ず
つ
古
写
本
や
古
筆
切
の
影

印
を
掲
げ
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
流
布
本
と
の
異
同
を
確
認
し
、
定
家
本
『
古
今
和
歌
集
』
の
本
文
を
相
対
化
し

て
み
た
い
と
考
え
た
。

そ
の
動
機
と
な
っ
た
の
は
、
古
筆
切
周
辺
に
つ
い
て
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
故
田
中
登
先
生
の
学
恩
に
何
か
報

い
る
方
法
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
と
、
研
究
者
の
世
代
交
代
の
な
か
で
古
典
中
の
古
典
『
古
今
和
歌
集
』
の
研
究

進
展
に
少
し
で
も
刺
激
が
与
え
ら
れ
た
ら
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
は
、
武
蔵
野
書
院
院
主
前
田
智
彦
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
機
関
お
よ
び
関
係
者
の
ご

理
解
に
よ
っ
て
日
の
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
心
か
ら
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

笹
川

博
司


